
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第 18回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年 10

月 16日（金）、17（土）に雫石町南畑コテージ

むらにおいて第 18回研修を行いました。 

 金曜日はあいにくの雨模様でしたが、土曜日

は爽やかな秋晴れとなり、天候に合わせて実習

を実施しました。 

 講義では前回に続き実習野菜の振り返りを

行い、今年度栽培した 14 品目のうち残り５品

目の栽培経過や結果を振り返りました。 

 その後、これまでの内容を踏まえて次年度に

向けた作付計画の作成に取り組みました。演習

では、各自のほ場を想定した作付図のほか、野

菜栽培リストとその作型を作成し、指導員から

個別にアドバイスを実施しました。受講生から

は「計画を記述することで、さらに効率よくで

きる方法がないか考えるきっかけになった。」

との声が聞かれました。 

 実習では 12 月の加工体験研修で豆腐作りに

使用する大豆の脱穀・調製を行いました。収穫

した株を袋に入れて棒で叩き、手箕やふるいを

使って枯れ葉や殻などを取り除いた後、病変や

虫食いのあるくず豆を手作業で選別する昔な

がらの手法に、受講生からは「こうやるんだ」

という感心と、手作業での苦労を体感しながら、

和気あいあいと楽しみながら作業を進めてい

ました。 

 講義での新たな気づきや実習での賑やかな

作業を通じ、受講生の皆さんの充実した笑顔が

印象的な２日間となりました。 

 次回の第 19 回研修は、令和８年 10 月 30 日

（金）、31 日（土）に同会場で開催します。講

義では外部講師を招いて「病害虫・雑草総合管

理」を学び、実習ではトマトの片付けや堆肥散

布などを行う予定です。

受講生の作付計画へアドバイスする指導員（左） 大豆の脱穀・調製の様子 

大豆の選別をする受講生 隔離床に敷設された白黒 Wマルチを剥がす受講生 


